
                                

う
き
は
地
域
総
合
商
社
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー 

山
下 

紗
代
子 

Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
ウ
キ
ハ
コ

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
８
月
に
実
施
し
た
「
め

だ
か
は
く
ら
ん
か
い
＆
モ
ク
イ
ク
ヒ
ロ
バ
」「
藤

波
ダ
ム
の
社
会
科
見
学
会
」
を
皮
切
り
に
、
ウ

キ
ハ
コ
主
催
イ
ベ
ン
ト
を
毎
月
開
催
中
。
１
月

は
19
日
（
土
）
に
「
う
き
チ
ャ
リ
古
墳
ツ
ア
ー
」
、

26
日
（
土
）
に
「
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
狩
り
し

て･
･
･

ス
イ
ー
ツ
を
作
ろ
う
」
を
開
催
。
２
月
以

降
の
イ
ベ
ン
ト
も
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ウ
キ

ハ
コ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
u
k
i
h
a
c
o
.
j
p

）

に
掲
載
予
定
。 

       

１
月
26
日
（
土
）
「
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
狩
り

し
て･

･
･

ス
イ
ー
ツ
を
作
ろ
う
」
（
大
人
２
，
５

０
０
円
）
の
会
場
は
、
う
き
は
市
の
果
物
農
園

「
梶
原
フ
ル
ー
ツ
」
。
７
つ
の
品
種
が
楽
し
め
る

い
ち
ご
ハ
ウ
ス
で

40
分
い
ち
ご
の
食
べ
比
べ

が
で
き
ま
す
。
最
後
に
ス
イ
ー
ツ
用
の
好
き
な

い
ち
ご
を
採
っ
て
ミ
ニ
ス
イ
ー
ツ
を
作
り
ま

す
。
ミ
ニ
ス
イ
ー
ツ
用
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
食

材
を
ご
提
供
頂
く
の
は
、
う
き
は
市
の
洋
菓
子

店
「
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ガ
ー
」
手
島
さ
ん
。
う
き

は
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
う
き
は
の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー 

西
本 

裕
貴 

う
き
は
市
外
の
方
に
う
き
は
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

10
月
に
は
東
京
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で

二
日
間
に
渡
り
「
う
き
は
フ
ェ
ア
～
柿
の
開
国

式
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
期
間
中
に
は
大
勢

の
お
客
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
う
き
は
の

商
品
が
当
た
る
抽
選
会
と
合
わ
せ
て
大
盛
況
で

し
た
。 

東
京
近
郊
に
住
む
方
々
に
は
、
な
じ
み
の
薄

い
福
岡
県
う
き
は
市
と
い
う
街
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
美
味
し
い
フ
ル
ー
ツ
の
街
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
覚
え
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
う
き
は
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
う
き

ぴ
ー
」
の
効
果
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
じ
て
県
外
に
も
フ
ァ
ン
が
増
え
、
う
き
ぴ

ー
の
街
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
に
来
店
さ
れ
る
方
も
多
く
い
ま
し
た
。

う
き
ぴ
ー
の
フ
ァ
ン
か
ら
、
う
き
は
市
の
フ
ァ

ン
に
な
る
人
が
増
え
る
よ
う
に
、
う
き
ぴ
ー
と

共
に
う
き
は
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

       

☆☆☆シリーズ「うきはブランド推進隊の活動紹介」☆☆☆  地域外の人材を招致して地域力を高める

「地域おこし協力隊」の制度。「うきはブランド推進隊」として、現在 9人がミッションに取り組んでいます。 

癒しの旅先案内人による 

森林セラピー紹介 

私が森林セラピーのガイドに興味を持ったのは、姫治小学校で用務員を務めていた頃、児童たちが地域学習

の一環で森林セラピーの事を学んでおり、付き添いでセラピーに参加させていただいてからです。その時は米

川会長直々にガイドくださり、ユーモアを交えた楽しいお話と共にゆったりと棚田やセラピーロードを散策し

ました。車でつづら棚田に行ったことしかなかった私には、とても楽しく新しい発見がたくさんで、なおかつ

健康にも良いという素晴らしい体験でした。 

元々、うきはの自然と人の営みが織りなす里山の風景に引かれて関

東より移住して来たこともあり、余計なモノが何もない里山で過ごす

感動を、多くの方に味わっていただきたいと思っていました。譲って

いただいた茅葺の古民家の自宅を改装してカフェにし、宿泊してゆっ

たりと楽しんでいただけるように民泊の申請を行ったりと、バタバタ

と事業の組立てを行って参りました。地域の方々のご理解とご協力を

賜り、おかげさまで多少めどが付いてまいりましたので、なかなか受

けられなかったガイドの講習を昨年度やっと受講することができ、無

事ガイドの資格をいただきました。来年度からはセラピーの活動にも

っと参加できるよう頑張りたいと思います。 癒しの旅先案内人 林 和弘 

 


